
〔図3〕 Awをパラメータにしたときの位相差の推移
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昨年来より,B-Z反応系における波の伝播の測定を行なっているが,実験装置の改

良と伴に,測定結果の精度 も向上 しつつある｡

シャーレ中に発生するB-Z反応の進行波は,一般に多くのpace-makerから種々の波

長の波が発生,伝播 し,壁,又は波どうしの循突により消滅するoこの個々の波は一見,

法則性がない様に見えるが,注意深 く測定すると,その波数 kと角振動数 Wとの間には
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次の関係があることが分る｡

(1) 進行波の波数が,ある波数k｡より小さい領域においては,a'-W｡+αk2の関係

がある｡ただし,aJ｡は一様振動の角周波数であり,aは我々の実験条件 (後述 )のも

とでは,α- (4.7±0.3)×10~5cm2sec~1の値をもち,この値は反応液中のイオン

の拡散係数Dと同程度である｡

(2) k｡はk｡-√ 打7才-何 万 で与えられ波を特徴づける波数である｡

(3) k.より波数の大きな波は W -Q'｡+αk2の関係よりずれ, kが増加 してもWはそ

れほど増加せずに頭 うちとなる｡これら波長の小さな波は,測定誤差も比較的大であり

現在,よりよい精度の実験を目ざしている｡

実験方法 反応液はCe2(SO4)3(4×10~3M/♂):KBrO3(3.5×10~lM/♂):CH2

(COOH)2(1･2M/C):H2SO 4(1･5M/e)の液を等量ずつ混合 15分間スターラーで

裸拝 し,更に一定量の Ferroinを加え, 3分間槍拝 し,作成 した｡

実験で,最 も注意をはらったのが,反応液内の温度の均一性であり,初規の頃の実験

はこの点の注意が足 りなかった為,乱雑な構造ができたり,波長の大きな波がなかなか

生じなかった｡反応液を入れる容器の大きさは,直径 10cm程度 の円形のものであり,

液の深さは通常 1.5-4mである｡

空間的に-様な振動の周期は,この容器中の振動と,同時に混合 した反応液を試験管

に入れたものの振動とを同時に測定し,双方,実験誤差内で同じ結果が得られた｡

進行波の波長及び伝播速度の測定はモーター ドライブを装備 したカメラにて,一定時

間間隔の写真をとり,波長 Aとその時間内での平均速度 Vを求め,波数 k- 27E/1及び

角周波数 W-27" /)を求めた｡

実験結果 温度 21℃及び 26℃ の比較的長波長領域の実験結果を図1に示す.a)軸

上の×印は一様振動に対応する角振動数である.図 1に於て,測定点は少しバラツキは

あるが 60-W｡+αkZの関係でよく表わされることを示 している.図 2は同じデータの

V-1でロットである.実線は図 1の直線に対応する曲線 Vニスwo/27E+27rα/)であ

る｡図 2より,この曲線の Vの最下点より左側の部合にはデータがないが,これは波長

のより小さい波を測定しても,この曲線の点線の部分にはのらず,むしろ原点側にずれ

る｡

Vの最小値は vm.n- √前打で与えられ,この Vmi nに対応する波長は 10-27CJa76J
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であり,またこれに対応する波数 k｡-27E/}O- √て訂7才 を図 1に記入 してある｡

実験結果は, 21℃,26oCの場合,それぞれ W｡はかな り異なるにもかかわらず (し

たがって 1., k. も異なる｡ )同様のふるまいを示 し反応-拡散系の特徴をよく表わ

していると言えよう｡今后の課題は,より短波長測の測定を精度よく行ない,全体的に

進行波のふるまいを調べることであろう｡
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図 1 Wとkの関係
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図 2 Vと)の関係

微分差分方程式の chaoticsolutions

早大 ･理工 柴 田 彰

斎 藤 信 彦

競争する2種の生物種 を記述する Volterra1,q･に timelagを考慮 した次の方程式を調

べた｡
●
Nl-N.い 1-allNl(i- a )- al･ZN;･)
●
NZ-N2(62- a21Nl- a22N2日 - β))

動 ,NZは個体数密度,aとβはtimelagで, Ei,al一 >0である｡2種が共存するよ
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